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１．久万高原町の概要

◆人口：6,772人(令和７年６月末)

◆面積：584km2

◆町の特徴：
久万高原町は、愛媛県のほぼ中央部に位置する、

平成16年８月１日に久万町・面河村・美川村・柳谷
村の１町３村が合併して誕生した町で、平均標高は
約800mと愛媛県下で最も広く高い中山間地に位置し、
西日本最高峰の石鎚山をはじめ、四国カルストなど
の豊かな自然に囲まれた町となっている。

一方、全国的に人口の減少や少子・高齢化が問題
となる中、中山間地域に位置する本町においては特
に深刻な状況で、担い手不足、耕作放棄地の増加、
多面的機能が維持できる健全な森林づくりの衰退、
ガソリンスタンドの減少に加え、近年の異常気象等
による風水害に備えるべく災害に強いまちづくりな
ど、多くの課題が山積している。

他方、本町は古来、林業を主産業として栄えたま
ちで、林野面積は518.5km2（2015年世界農林業セン
サス）で、総土地面積の88.8％を占めており豊富な
森林資源を有し、令和元年度の素材生産量は
221,822m3（久万高原町森林・林業関係主要データ
集：令和２年版）で、そのシェアは愛媛県全体の
42％を誇っており、それに伴って林地残材を活用し
た木質バイオマス発電等が期待されている。
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◆久万高原町の観光資源
北の石鎚山、南の四国カルストと四国随一の自然に囲まれた立地

世界から注目される1,200年の歴史を誇る「四国遍路」

恵まれた自然が創り出す鮮やかな四季の絶景

桜やツツジ、紅葉、雪景色は県内外、国外からも人気

スキー、ゴルフ、キャニオンニングなど季節のアクティビティ、

ツーリングやサイクリング、キャンプ場利用者からの人気も高い



3

効 果取 組課 題

所得向上
地域経済の循環

新たな雇用の
創出

災害の未然防止

安定した
電力供給

交通手段の
安定化・多様化

固定資産税
収入の増

フォレスト
×

脱炭素

地域資源を活
かした脱炭素
の取組み

人口減少・少子高齢化

地域特性による課題

○地域・産業等の担い手不足
→所得向上、雇用増大

○移動手段の維持・確保
・ガソリンスタンドの撤退
・公共交通機関の縮小

○住民サービスの維持

×

○豊富な森林資源
→林地残材の活用

○既存電力系統の末端に位置
・脆弱な電力供給網

○中山間地域
・低い財政力指数（0.20）

再エネ設備の導入

チップ工場の建設

EV購入の支援

EV充電器の設置

林地残材の有償化

２．脱炭素を通じた地域課題の解決
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○本町の二酸化炭素の状況

※森林吸収量は2013年度と2019年度の炭素蓄積量を比較して算出

○現状の分析
・すでにカーボンニュートラルを達成（53.1＜146.8）
・二酸化炭素排出量は、約38％削減済 (2013→2019)

2013年度(H25) 2019年度(R1)

二酸化炭素排出量 85.7 53.1

森林吸収量(民有林) － 146.8

(単位：千t-CO2)

３．脱炭素に向けたまちづくり

（１）再生可能エネルギー導入目標の策定（環境省）
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○2030年度のCO2排出量を、2013年度比約66％の削減を目指す。
○再エネ種ごとの導入目標を策定

（２）公共施設への太陽光発電設備の導入調査（環境省）
◆町内15施設に太陽光発電設備の導入を決定

公共施設
367施設

第１号事業の３ 337施設

30施設 １施設３施設

30施設 14施設

机上調査 現地調査

PPAモデル自治体

（３）分散型エネルギーインフラプロジェクト（総務省）
◆再エネ電力を活用した地域マイクログリッドを構築し、災害時における電力の脆弱性の改善を目指す。
◆林地残材を活用した木質バイオマスのサプライチェーンを構築し、木質バイオマス発電による電力の地
産地消により、地域で循環する所得の向上を目指す。
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（４）再エネ促進区域の設定等に向けたゾーニング等の合意形成（環境省）
◆再エネ促進区域の設定に向け、地域の脱炭素化のための取組や地域の環境保全のための取組、地域の経
済及び社会の持続的発展に資する取組を整理のうえ、ゾーニングマップを作成。
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４．地球温暖化対策実行計画の策定



9

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

森林
吸収量
146.8

24.3

16.9

22.5

21.3

0.7

15.5

8.5

10.2

18.2

0.7

15.1

8.5

6.9

15.8

0.4

13.8

4.3

11.4

3.1

0.4

13.8

7.5

5.3

11.4

0.4

2030年度
BAU
ｼﾅﾘｵ

省エネ
ｼﾅﾘｵ

脱炭素
ｼﾅﾘｵ2013年度

(基準年度)
2019年度

(現況年度)

0.0

160.0

森林吸収量

産業部門

業務その他部門

廃棄物

運輸部門

家庭部門

85.7

単位:千ｔ-CO2

53.1
46.7

38.4
33.0

再エネ導入に
よる削減量
5.4千t-CO2

カーボン
ニュート
ラル

146.8

千t-CO2

◆温室効果ガスの排出推計

温室効果ガスの排出量を2030年度に
おいて2013年度比61％の削減（52.7
千t-CO2）を目指すこととした。
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取組内容
想定発生

エネルギー量
（MWh/年）

CO2削減量
（t-CO2/年）

・2030年：31kW×  7棟＝217kW 268 80

・2040年：31kW×14棟＝434kW 536 160

・2030年：4kW×200戸＝800kW 988 294

・2050年：4kW×400戸＝1,600kW 1,976 589

ソーラー
シェアリング ・2030年：1,980kW 2,223 662

・2030年：160kW×10基＝1,600kW 11,075 3,300

　・2030年：　500kW×1基＝500kW 3,504 1,044

2030年 18,058 5,380

2050年 19,314 5,755

木質バイオマス発電

家庭

項　目

太陽光発電

再
エ
ネ

公共
施設

中小水力発電

合　計

事業者
久万
高原町

久万
高原町

住 民 久万
高原町

事業者 久万
高原町

◆再エネ導入目標
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◆将来ビジョン
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５．地域気候変動適応計画の策定
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６．事務事業編の改正

令和元年度に改正した計画では、2020年度(R２年度)から2030年度(R12)までの11年間
で、基準年度である2013年度(H25年度)の温室効果ガス排出量から、27.0％削減する目標
としていたが、今回の改正で、2030年度において2013年度比65％の削減を目指すことと
した。
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７．地球温暖化実行計画の周知

◆町内小学校における環境教育
本町の月別の最高気温について、1978年と2023年を比較すると軒並み上昇傾向で、地球温暖化の

影響があるものと考えられる。
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本町と松山市の最高気温と夏日（25℃以上）の日数
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出典：環境省 こども環境白書2016

自分でできる地球温暖化対策
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８．進捗管理等

町 長

久万高原町地球温暖化対策委員会

〔構成メンバー〕
○委員：各課等の長
○推進員：各課等の長が指名する者
・総務課
・保健福祉課
・住民課
・農業戦略課
・林業戦略課
・まちづくり戦略課
・建設課
・出納室
・教育委員会
・議会事務局
・町立病院
・面河支所
・美川支所
・柳谷支所

【外部評価委員会】

久万高原町脱炭素に向けた
まちづくり専門委員会

〔構成メンバー〕
○学識経験者
○産業関係者
○エネルギー供給関係者
○関係団体の代表者
○金融機関の代表者
○町議会議員
○行政関係者

※ノウハウを有する専門家

まちづくり戦略課

環境保全・脱炭素推進室

副町長

本計画の期間中、毎年１回以上の計画進捗状
況を評価し、見直しを行い、その結果を次年度
の取組計画に反映する、いわゆるＰＤＣＡサイ
クルにより、計画を推進する。
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出典：「愛媛県脱炭素ポータルサイト」より作成
出典：「愛媛県脱炭素ポータルサイト」より作成



ご清聴ありがとうございました。
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